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キイトルーダの治療をお受けになる方へ 

★治療スケジュール 

症状や経過に合わせて治療スケジュールが変わることがあります。（ ）内は抗がん剤の成分名です。 

お薬の名前 1日目 2～21日目 

キイトルーダ 
（ペンブロリズマブ） 

   mg 
30分 お休み 

  

★起こりやすい副作用 これらの副作用が、すべての方に起こるわけではありません。 

〈血液検査からわかる副作用〉 

甲状腺機能障害（甲状腺機能低下・亢進、甲状腺炎） 
甲状腺の働きが低下したり、亢進したりすることがあります。甲状腺の働きが低下すると、 

からだがだるい、むくみが出やすい、寒がりになる、動作や話す速度が遅くなる症状が現れる

ことがあります。また、甲状腺の働きが亢進すると、汗をかきやすい、眼球が突出する、 

胸がどきどきする、手のふるえ、不眠といった症状が現れることがあります。 

⇒甲状腺ホルモンの検査値にあわせて、お薬を使用することがあります。 

肝機能障害 
肝臓の働きが低下することがあります。そのため、定期的に血液検査を行い、 

肝臓の働きを確認します。 

⇒お酒やサプリメント、健康食品でも肝臓の働きが低下することもあります。 

    服用中の方は、主治医に申し出て下さい。 

腎機能障害 
抗がん剤の影響で腎臓がうまく働かなくなることがあります。腎臓の働きが悪くなると、 

お薬が体内から抜けにくくなり、副作用が強く出る場合があります。 

⇒500mLのペットボトル、2本ぐらいを目安に水分をとりましょう。 

 

〈ご自身でわかる副作用〉 

下痢 

軟便、もしくは明らかな排便回数の増加がみられることがあります。血便もしくは黒色便、 

腹痛を伴う場合は病院への連絡が必要です。 

⇒脱水を防ぐために、下痢または軟便の時は、水分をしっかりとりましょう。 

インフュージョン・リアクション 
投与中から投与後、アレルギーに似た症状が出ることがあります。『寒気』『熱っぽい』. 

『発疹が出る』『息苦しい』『めまい』などの症状がおこった時は、 

すぐに医療スタッフにお知らせ下さい。 




